
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年５月２０日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要： 

聞き手が聞きやすく理解しやすい発話とはどのようなものかを調査検討した．その結果，音響

的には明瞭性が最も重要な要因であることが分かった．明瞭性に関係する音響的な特徴につい

て調べたところ，基本周波数（声の高さ）や周波数スペクトルの高域成分（音色）が関係して

いることが分かった．さらに検討の結果，音声の明瞭性と機械による音声認識精度の間には強

い関係があることが分かったので，機械で認識しやすい発声を目指す訓練システムを考案した． 
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１．研究開始当初の背景 

近年，インターネットなどの発達により電子

メールが広く浸透してきた．特に，最近の若

者は携帯電話による電子メールを頻繁に使

っており，対話によるコミュニケーションの

機会は極端に尐なくなっている．また，尐子

化，核家族化，尐人数クラスの進行などによ

り，不特定多数の人と対話によるコミュニケ

ーションをとる機会も極めて尐なくなって

いる．そこで，対話によるコミュニケーショ

ン能力の低下が危惧されるようになってき

た．世代や地域を越えたコミュニケーション

能力の欠如が，若者の社会参加の機会を尐な

くし，孤立した若者が犯罪に関係するという

心配さえある．研究代表者は長年音声対話の

研究を行っているが，以前に比べ発音が不明

瞭な若者が増えてきた．また，ここ数年就職

担当の立場から若者と会話を持つ機会が多
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いが，最近の若者は，発音が不明瞭で，声が

小さくボソボソと答える，会話が噛み合わな

いなどの特徴が目立っている．このような話

し方をする学生は社会からコミュニケーシ

ョン能力不足と評価され，就職なども不利で，

これが近年のニートの一因にもなっている

と考えられる． 

そこで，この研究では，聞き手が聞きやすく，

理解しやすい話し方とはどのようなものか

を詳しく調査し，コミュニケーション能力の

向上を支援できるようなシステムを考案し

たいと考えた． 

 

２．研究の目的 

（１）目的 

この研究では，対話によるコミュニケーシ

ョン能力の向上を支援できるシステムの開発

を目指す．人に自分の言いたい事を明確に伝

えるためには，音響情報も言語情報も適切な

話し方が求められる．具体的には，適切な速

さで，明瞭に話す等の音響的な要因と，話の

進行に合わせフィラーなどを適当に挿入する

等の言語的な要因の２つが要求される．その

ため，この研究では，①話し言葉の音響的な

要因と，対話の上手さとの因果関係の評価，

②話し言葉のフィラーが適切か否かの自動判

定などに着目したコミュニケーション能力向

上支援システムの研究・開発を目指す． 

（２）研究の特色と意義 

音声情報処理分野の基本的な研究としては

音声認識，音声合成等がある．これらは，す

でにある程度の技術が確立され，最近はその

応用技術の開発が期待されている．ここでは，

新しい音声情報処理の応用研究として，人が

話す言葉に対して，「人間が聞きやすい，分

かりやすい」はどう関係するのか，つまり音

声に対する印象を工学的に調査し，対話音声

に含まれる音響情報と人間の印象の関係を定

量的に明らかにし，それを使って，コミュニ

ケーション能力の向上支援システムを構築し

たい．このように対話に含まれる音響・言語

情報を発話評価・学習に用いる研究はまだ尐

ない． 

この研究では，まず，大量の対話データを

収集する．そしてその整理を行い，対話コー

パスを公開することで，音声言語処理分野の

研究のさらなる活性化に寄与できると考えて

いる．また対話によるコミュニケーション能

力向上支援システムができれば，若者の就職

活動での面接,意見発表等のプレゼンテーシ

ョン技術の改善など，世代や地域を越えたコ

ミュニケーションの活発化に貢献できる．ま

た，外国人が日本語を学習する際にも，音響

的な面だけでなく言語的な面からも学習支援

システムとして期待できる． 

（３）位置づけ 

発話練習に関する研究は，世界中でいくつ

か存在している．そのほとんどが語学学習の

ためのCAIシステムで，例えば英単語の発音や

リズム・イントネーションの練習用システム

である．また，発話練習装置に関する研究も

あるが，それらの多くは，標準的な発話から

の距離，統計的な分布からのずれなどを尺度

として発話の良否を判定している．筆者が目

指しているような「相手方に良い印象を与え

るための対話」を訓練するシステムはまだ存

在していない．この研究は，話し方や対話の

適切さを様々な音響情報，言語情報等から判

定し，学習者に問題点を指摘するシステムの

開発を目指している．  

 

 

３．研究の方法 

以下のような手順で研究を行った． 

（１）実験用音声データの収集 

まず，講演や対話のコーパスを利用し，研

究試料となる様々な対話音声データを収集

した．さらに，大学教員の講義音声や，教員

や企業人事担当者と学生との間の模擬面接

音声など，出来るだけ実際の現場で音声デー

タも収集した．これらのデータを音声評価項

目決定のための予備実験（次項に記述）に利

用した．予備実験により評価項目が選定でき

た後，本格的な対話データの収集を行った．

また，集めたデータの整理（音声の文字への

書き起こし，面接者の詳細な評価など）も行

った． 

（２）対話音声の評価項目の作成 

対話音声に対する評価項目をみつけた．最

初はできるだけ多くの評価項目をあげ，(1)

で説明した予備実験を繰り返しながら，適切

な評価項目を設定した．評価項目の例として，



 

 

音声は明瞭か，発話速度は適切か，声の大き

さは適切か，内容が理解しやすいか，フィラ

ーが気になるかなどがある． 

（３）高精度な音声認識システムの開発 

このシステムでは自然発話を高精度で認

識するための音声認識技術が必要である．具

体的には，複数の既存の音声認識システムの

出力を統合すること，Ｗｅｂを利用して未知

語を減尐させ認識率を向上させることなど

様々な工夫をして音声認識率を改善させた．  

（４）音声分析ツールの作成 

音声を分析するツールを作成する．スペク

トル抽出，基本周波数抽出等の基本的な分析

ツールはこれまでの研究で作製したものを

利用したが，統計的な分析ツール等は必要に

合わせて作製した． 

（５）音響情報による発話の評価 

収集した音声を利用して聴取実験を行い，

「聞き手」が受ける印象に関するアンケート

調査を行った．得られたアンケート結果と相

関が高い音響的なパラメータを特定し，評価

すべき項目の「上手さ・下手さ」を自動的に

判断するための手がかりを検討した． 

（６）フィラーの使い方の評価 

 言語情報は色々あるが，この研究では，聞

き手に最も影響があると思われるフィラー

（「あのー」など）の使い方について詳しく

調査し，発話の評価に使用した． 

（７） 話し方能力向上支援システムの考案 

得られた知見をもとに，聞き手にわかりや

すい発話を練習できるシステムを考案した． 

（８）発展研究 

①音声対話ロボットへの応用 

 研究で得られた知見を，開発中の対話ロボ

ットの応答音声に取り入れており，対話の流

れが円滑になっている． 

②対話要約研究への応用 

 対話音声の認識方法の改善，フィラーの研

究成果などを対話要約の研究へ導入し大変

役に立っている． 

③話者分類研究への応用 

 音響的な分析技術の改善が対話音声の話

者分類の研究におおいに役立っている． 

④対話音声コーパスの利用 

研究で作成した「対話音声コーパス」を

色々な音声情報処理研究で使用している． 

 

４．研究成果 

研究成果は以下の通りである． 

（１）３年間，大学の講義音声，面接な

どの対話音声を収集し，その書き起こし

を行って研究用対話音声データベース

を充実してきた．その結果，かなり充実

した研究用対話音声データベースを整

備でき，今後の研究の発展にも寄与でき

ると考えている． 

（２）音声の聞きやすさに最も関係して

いる特徴は明瞭さであることが分かっ

た．明瞭さをもった音声を発話するため

の要因を色々調査した．基本周波数，周

波数スペクトルの高域成分など様々な

要因が関係していることが分かったが，

複数の要因が相補的に関連していると

思われ，単純な処理のみでは音声の明瞭

性の改善は難しいことがわかった． 

（３）調査の結果，明瞭性が高い音声は

機械による音声認識率が高いことが判

明した．そこで，機械による認識率が高

くなるような発話訓練で明瞭性の高い

音声を発声できるといえる． 

（４）適度なフィラーを入れることで，

聞き手が理解しやすい発話になること

もわかった．検討の結果フィラーの適切

さを評価できる機能も開発できた． 

（５）本研究の成果を対話システムの応

答機能等に応用した．その対話システム

は新聞で紹介された．また複数話者の分

類に応用した研究では，研究協力者の学

生が情報処理学会の奨励賞を受賞した． 
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